
 

活力ある長寿社会か？衰退へ向かう老人社会か？ 

もうひとつの成人式 

「６０歳からの主張」入賞者決定 
全国老人福祉施設協議会 

 

 昨年、戦後の日本は還暦を迎えました。そして昭和で数える

と、「傘寿」で８０年目の節目となります。超高齢社会を見据え、

正面から向き合うことにふさわしい年でもあります。 

 内閣府が昨年行った世論調査によりますと、「今後、政府は

何に力を入れるべきか」という質問に「医療・年金等の社会保

障構造改革」を挙げたひとが前年調査より増えて最も多く、以

下は「景気対策」「高齢社会対策」「雇用・労働問題」「犯罪対

策」の順でした。直面する超高齢社会は、活力ある長寿社会か、

衰退へ向かう老人社会か、今まさに歴史の分岐点にあると言

っても過言ではありません。 

 毎年１月の成人の日に各地でイベントが行われていますが、本当に耳を傾けるべきは今日の平和で豊

かな国づくりの一端を担ってきた６０歳以上の声なのではないでしょうか。 

 そこで全国老人福祉施設協議会（会長 中村博彦）では、去る平成１７年９月１９日（月）敬

老の日から、１１月２０日 （日 ）まで、６０年の人生で見聞し、経験されたそれぞれの＜味わ

い＞＜深みを持った＞多様なご意見を「６０歳からの主張」というかたちで募集いたしました。 

 その結果、全国の６０歳以上の皆さんから、重ねた年齢にふさわしい自由闊達、そして超高齢社会に

向けた５０５通の貴重なご意見をいただきました。 

 全国老人福祉施設協議会は、７０年余の歴史をもち、高齢者の福祉・介護を担ってきた団体です。今

回の「６０歳からの主張」を通して、これからの高齢者が何を考え、何を求めているのかを学び、これらを

我々のサービス向上に役立てるとともに、我が国の２１世紀高齢化施策に反映するよう活動してまいり

たいと考えております。 

 

◆「６０歳からの主張」入賞者９名 

●優秀賞（賞金３０万円） 

 高野正夫さん（東京都八王子市） ６９歳「控えめ・慎みを失った日本文化」 

 山口スミエさん（東京都世田谷区）６７歳「シルバーパソコン塾の窓から」 

●特別賞（賞金１５万円） 

 樫 孝光さん（神奈川県川崎市） ７１歳「いつまでもときめいていたい ～７０歳

       から５３歳の女性にアタック～」 

 後藤孔一さん（岐阜県関市） ７８歳「老いてこそ輝いて生きる」 

 平木康夫さん（東京都杉並区）  ７３歳「私はまだ孝
こう

齢者
れいしゃ

」 

●佳作（賞金５万円） 

 龍 達男さん（福岡県福岡市）  ７３歳「国民皆保険医療制度の維持」 

 小林啓介さん（千葉市流山市）  ６４歳「四国遍路の新たな宿泊施設についての提案」 

 玉田ミタテさん（千葉県山武郡） ６４歳「六十三歳の演劇少女」 

 長坂隆雄さん（千葉県船橋市）  ７５歳「私の夢」 

◆応募データ： 応募総数 ５０５通 

   ： テーマ比 「社会保障を考える」 ７８通 

    「自由課題」    ４２７通 

◆審査員  ： 赤瀬川源平（作家）、阿久 悠（作家、作詞家）、 

  田中一昭（拓殖大学政経学部教授） 

◆表彰式  ： ２００６年１月２７日 １１時～１２時 

キャピトル東急ホテル 竹の間（地下２階） 

〒１００―００１４ 東京都千代田区永田町２―１０―３ 

地下鉄千代田線丸ノ内線国会議事堂前駅 

地下鉄銀座線・南北線溜池山王駅 各５番出口 

※連絡・照会先 

「６０歳からの主張」運営事務局 

ＴＥＬ：０３－３２０６－２６４４ 担当：南里・牧岡 

 


